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2. マイクロエマルション洗浄剤 NS クリーン Mタイプ

2. 1 代表的な物性と関係法令
　マイクロエマルション洗浄剤 NS クリーン M タイプは、
炭化水素に界面活性剤と水を配合した商品である。直
径が約 10nm の安定な、油中水滴型（W ／ O 型）マイク
ロエマルションを形成しているために外観は透明である。
NS クリーン標準タイプ（NS100）と NS クリーン M タイプ

（NS100M）の外観の写真を図 1に示す。

　NS クリーン M タイプには、危険物第 4 類第 2 石油類
の NS100Mと同第 3 石油類の NS220M の 2 つのグレード
がある。各々の代表的な物性と関係法令を表1にまとめる。

1. はじめに

　工業用洗浄剤は、自動車、機械、精密機器、電気、電子、
光学等の各種工業分野において扱われる部品（以下、「部
品」とする）や本体の製造・加工・保守等において、表面
に付着した有機系汚れ、無機系汚れや粒子汚れを落とす
洗浄工程で使用される。工業用洗浄剤の主流は、1990 年
頃までは、不燃性で高い溶解力を有する1，1，1−トリク
ロロエタンと 1，1，2 −トリクロロ−1，2，2 −トリフルオ
ロエタンであったが、1987 年に「オゾン層を破壊する物
質に関するモントリオール議定書」が採択されると、代替
洗浄剤に急速に切り替えられていった。代替洗浄剤には、
水系洗浄剤、準水系洗浄剤、炭化水素系洗浄剤、アルコー
ル系洗浄剤、塩素系洗浄剤、フッ素系洗浄剤、臭素系洗
浄剤等がある。炭化水素系洗浄剤メーカーの当社は、付
着汚れや被洗浄物に応じて最適な洗浄剤と洗浄システムを
需要家に提案している。例えば、不水溶性加工油が付着
した部品の洗浄には、炭化水素系洗浄剤 NS クリーン標
準タイプを、また、水溶性加工油が付着した部品の洗浄
には、同 NS クリーンWタイプを紹介している。
　各種工業分野では、近年、部品の切削や研削加工など
を中心に安全性や経済性に配慮して水溶性加工油が使用
される割合が増加している。また、複数の加工工程を経
て製造される部品には、工程毎に使用される加工油も異
なるため、不水溶性加工油から水溶性加工油まで様々な
汚れが複合して付着する場合が多い。また、加工工程が
多岐に亘っているために洗浄する際に付着している汚れの
種類が不明な場合も多くなっている。
　このように不水溶性加工油から水溶性加工油までの
様々な汚れが付着した部品を洗浄する場合には、上記の
いずれの代替洗浄剤においても、洗浄力、乾燥性、安全
性、経済性、有害性等の要求項目を全て満たすことはで
きていない。
　そこで、各種部品に付着した不水溶性加工油から水溶
性加工油までの様々な汚れを洗浄して除去することがで
きるオールマイティ型のマイクロエマルション洗浄剤 NS ク
リーン M タイプを開発した。

マイクロエマルション洗浄剤の開発
報　　文 2

中央技術研究所　潤滑油研究所　機械・加工・基油グループ　青
あおやぎ

柳　功
こう

（前 中央技術研究所　化学研究所　化学品プロセスグループ）

図 1　NS100M（左）と NS100（右）

表 1　NSクリーンMタイプ（水分10wt%品）の代表的な
物性と関係法令

項目　
外観
臭気
密度（15℃、g/cm3）
動粘度（20℃、mm2/s）
表面張力（20℃、mN/m）
銅板腐食（50℃、3h）
体積抵抗率（Ω cm）
引火点（℃）
消防法分類（危険物第 4 類）
労働安全衛生法（有機溶剤中毒予防規則）
化学物質排出把握管理促進法（PRTR法）

NS100M
淡黄色透明

微臭
0.794
2.4
24.0
1

4 ×107

53
第 2 石油類
該当せず
該当せず

NS220M
淡黄色透明

微臭
0.809
3.9
25.7
1

4 ×107

94
第 3 石油類
該当せず
該当せず
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加工油の両方を均一に溶解することができた。部品に付着
したこれらの汚れをMタイプは溶解除去することができる。
　実際に、水溶性加工油として合成系ソリューションタイ
プ切削・研削油剤ユニソルブル CS（当社製品）を用い、
アルミ板に滴下して 90℃で 30 分間加熱後に、洗浄テスト
を実施した。洗浄剤には、NS クリーン標準タイプ（NS100）
と NS クリーン M タイプ（NS100M）を用い、マグネチック
スターラーで撹拌（500rpm）しながら 5 分間洗浄した。結
果を図 4 と図 5 に示す。NS100 では落とせない水溶性の
汚れが NS100M では除去できたことがわかる。

2. 3 材料影響
　NS クリーン M タイプに各種金属板を室温で 24 時間浸
漬した結果を表 2 に示す。NS クリーン M タイプの各種金
属板への影響度は NS クリーン標準タイプと同様に低い。

　NS クリーン M タイプは体積抵抗率が非常に小さいため
に、帯電しやすい被洗浄物においてもより安全に洗浄する
ことができる。

2. 2 溶解性・洗浄性
　NS クリーン M タイプでは、不水溶性加工油は炭化水
素に溶解し、水溶性加工油は水に溶解することによって、
様々な汚れを除去することができる。
　不水溶性加工油と水溶性加工油の溶解テストを実施し
た。不水溶性加工油として高性能多目的油スーパーマルパ
ス DX150（当社製品）、また、水溶性加工油として汎用エマ
ルションタイプ切削油剤ユニソルブル EM（当社製品）を用
い、NS クリーン標準タイプ（NS200）と NS クリーン M タイ
プ（NS220M）、蒸留水、および、準水系洗浄剤（他社製品）
と 1：9（重量比）で混合して、相溶性を調べた。結果を
図 2 と図 3 に示す。NS220M は不水溶性加工油と水溶性

図 2　不水溶性加工油の溶解テスト（左から、NS220M、
NS200、蒸留水、準水系洗浄剤）

図 3　水溶性加工油の溶解テスト（左から、NS220M、
NS200、蒸留水、準水系洗浄剤）

図 4　NS100M 洗浄

洗浄前 洗浄後

図 5　NS100 洗浄

洗浄前 洗浄後

表 2　NSクリーンMタイプの金属に対する影響

金属種

普通鋼
ステンレス鋼

黄銅
銅

亜鉛
アルミニウム

NS100M

金属溶出度注 1

−
−
−
−
−
−

液着色度注 2

−
−
−
−
−
−

金属溶出度注 1

−
−
−
−
−
−

液着色度注 2

−
−
−
−
−
−

金属溶出度注 1

−
−
−
−
−
−

液着色度注 2

−
−
−
−
−
−

NS220M NS100（リファレンス）

注 1.：定量方法：ICP 発光分析法
 判定基準：−（1wtppm 未満）、＋（1 ～ 50wtppm）、＋＋（50wtppm 以上）
注 2.：測定方法：目視
 判定基準：−（新液と同等）、＋（薄い着色）、＋＋（濃い着色）
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2. 4 洗浄システム
　NS クリーン M タイプを用いた洗浄システム例を図 6 に
示す。不水溶性加工油から水溶性加工油までの様々な汚
れが付着した被洗浄物を NS クリーン M タイプで洗浄した
後に、NS クリーン標準タイプでリンスして、乾燥する方法
である。

　前述のとおり、不水溶性加工油、水溶性加工油ともに
NS クリーン M タイプに溶解するため、これらの汚れが持
ち込まれても NS クリーン M タイプの洗浄槽は透明な状態
が保たれる。NS クリーン M タイプの一部は被洗浄物に同
伴されてリンス槽に持ち込まれるが、NS クリーン M タイ
プ中の水滴は界面活性剤で安定化されているために、リ
ンス槽でも白濁や水の沈降は生じない。このリンスに用い
る NS クリーン標準タイプは蒸留して再使用することがで
きる。これは NS クリーン M タイプに含まれる界面活性剤
と NS クリーン標準タイプとの沸点差を十分に大きくしてあ
るためである。NS クリーン標準タイプとともに回収される
水は分離除去することが可能である。

3. まとめ

　各種部品に付着した不水溶性加工油から水溶性加工油
までの様々な汚れを洗浄して除去することができるオール
マイティ型のマイクロエマルション洗浄剤 NS クリーン M タ
イプを開発した。NS クリーン M タイプは研磨粉等の粒子
に対しても高い洗浄性と分散性を有しており、各種工業分
野の幅広い洗浄用途で使用できると確信している。
　今後も炭化水素系洗浄剤のトップメーカーとして、需要
家からの洗浄に関わる様々な技術的な質問・要望に対して、
ソリューション（洗浄工程の管理方法の指導、洗浄トラブ
ル発生時の原因究明など）を提供するとともに、需要家の
ニーズに応じた商品ラインナップを拡充していきたい。
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図 6．NS クリーン M タイプを用いたオールマイティ型の
洗浄システム例
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